
　　佐渡トキ野生復帰支援関係団体との交流 　　実施日：令和5年1月11日から13日

能登トキファンクラブは佐渡トキ野生復帰支援団体と上記日程でお互いの活動実績の報告及び

今後の課題など意見交換を行い、お互いにトキ野生復帰を成功させるために協力していくこと

としました。

参加者

穴水町： 企画課課長補佐　牛谷政樹

能登トキファンクラブ：宮下源一郎、滝井元之、吉村扶佐司、新田耕司

佐渡市農林水産部副部長兼農業政策課長・朱鷺と暮らす郷づくり推進協議会事務局長：中川克典

佐渡市農業政策課トキ・里山振興係長：池田一男

佐渡市農業政策課トキ・里山振興係主任：土屋智起

トキ水辺づくり協議会会長：板垣徹　　

NPO法人トキどき応援団理事長：中川純子 トキガイド連絡協議会副会長：品川三郎

　1）佐渡市との意見交換（11日15：30～17：00）（佐渡市側：中川克典、池田一男、土屋政起）

・佐渡におけるトキの現状 佐渡の野生下でのトキは左図に示

しました、放鳥トキの野生下での

生存数は減少傾向にあります、原

因は遺伝的問題、野生下での適応

能力が弱いなどが上げられました

野生下でのトキ数は野生下で誕生

したトキが順調に増加しており、

総数も増加している、令和4年12

月には569羽と推測されている

佐渡での生息数上限は当初1,000羽

と予測されていましたが、最近で

　　　　　は700羽と修正されています

・佐渡市が目指すトキとの共生

右の写真ですが通学

中の子供たちとトキ

の距離感が物がって

いるように、子供た

ちもトキもお互いを

意識していません、

お互いの信頼があり

ます、佐渡が望む象

徴的な写真です

・トキの餌場

左図に示したようにトキの餌場は季節によって

比率に差がありますが田面、江・水路、ﾋﾞｵﾄｰ

ﾌﾟ、畦、農道で90％以上となっています、稲

が成長している7，8月は田面を利用できずﾋﾞｵ

ﾄｰﾌﾟが貢献しています

このことから田面・江・畦などの水田管理、ビ

オトープづくり、田と水路を結ぶ魚道の設置が

重要であり次のような施策をすすめている



①認証米制度：この制度は佐渡米のブランドを高め全国に販売することにより、農家の収

入を増やすとともにトキ支援金の確保を目指す

佐渡の認証米水田はピーク時に1,367haとなり、令和3年には1,042haに減少してます

認証米として認められるには次の条件に該当することが必要です

(ｲ）佐渡で栽培された米であること(ﾛ）生き物を育む農法により栽培された米であること

(ﾊ）生き物調査を年2回（6月・8月）実施していること(ﾆ）農薬・化学肥料を減らして（佐

渡では5割以上）栽培された米であること(ﾎ）水田畦畔等に除草剤を散布してない水田で栽

培された米であること(ﾛ）に該当する条件は次である（・江の設置・冬季湛水・魚道の設

置・ビオトープの設置・無農薬無化学肥料の栽培の5条件の1つ以上を実現すること）

因みに、佐渡ではJAが5割農薬削減

を進めており、90％以上が実現して

いるとのことでした（能登では３

割減農薬耕作が98％で5割はほとん

ど無い状況です）

佐渡では2004年台風災害で作況指数

が52％に1等米の比率が17％となり

2005年～2007年の米の売れ残りが

約5,000ｔ（生産量の21％）に達し

たことが認証米制度を進めました

②ビオトープ整備事業

交付金：25,000円/10a 経年加算5,000円（3年以上継続管理した場合）

　2）トキ野生復帰推進団体との意見交換（12日13：30～15：00）

　　　（佐渡市側参加者：中川克典、土屋政起・参加団体：トキも水辺づくり協議会会長：板垣徹　

           NPO法人トキどき応援団理事長：中川純子

①トキ水辺づくり

水辺づくりについてはビオトープづ

くりや畦畔整備、魚道の設置を推進

している、ビオトープづくりでは令

和4年度で30.7haまで増加し、特に

夏場の餌場として貢献している

②NPO法人トキどき応援団

トキ放鳥時は図1-1に示すように数

多くの放鳥支援の広がりがありまし

が現在では大部分が事業を行ってい

ません



そんな中でNPO法人トキどき応援団は各自が無理することなく、できる範囲で時々参加す

るというスタンスで次の活動しています

・野外活動：清水平を中心に餌場づ

　くり

・交流会：島内外の田団体との交流

　　　　　合同での活動や発表会

・探鳥会：バードウォッチング

・勉強会：トキや佐渡島の自然社会

に関する勉強会

2018年度の活動事例



2．今回、見学した施設等

　①見学施設位置関係 図ー1

トキ交流館、トキの森公園、トキテラス、順化ゲージは上図に示したが

新穂地区に集中しています

・トキ交流館は佐渡の野生復帰諸団体の交流拠点としての役割を果たしている

　②トキの森公園

・トキの森公園は多数のトキの飼育、自然営巣と子育てを実践するペアーを飼育し

　ている、また展示資料館ではトキに関する資料を展示しています。 図ー2

ゲージ内のトキ

ゲージ内のトキ ふれあいプラザーのペアー



ペアーの巣 　　ふれあいプラザーではこんなに近くにトキが

　③トキテラスと順化ゲージ

・トキテラスは高台に環境省が設置眼前に広がる水田地帯に飛来するトキがスコー

　プにより観察できます（図ー1参照）

・順化ゲージは放鳥個体が野生下で健全に生活を営み営巣子育てができるように放

　鳥直前に訓練するゲージです、今回は鳥インフルエンザー予防のため見学ができ

　ませんでした 図ー3



　④野生下でのトキの観察

・12日7：30から9：30の2時間トキガイド（品川氏）案内で観察

　当日は冬に珍しい晴天下での観察と成りました

　トキを観察できた場所の概要を下図にしめしました、これ以上の観察ができまし

　たが場所の特定が出来ませんでした、場所は不明ですが圧巻は15羽程度の群れが

　狭い谷間を横断するシーンでした、観測中に31羽のトキが観測されました

トキが餌場とする場所が山の中の田圃ではなく、基盤整備された水田であり1枚

当たりの面積は0.3～1haで数十haもある大きな圃場でありました。

・観察されたトキの写真

トキガイド品川三郎氏のガイドで1月12日

7：30総勢8名でトキ観察に

能登トキファンクラブ5名

テレビ金沢スタッフ2名

畦道で4羽のトキ確認 拡大

水田の上を飛翔するトキ 拡大



住宅のすぐ横で餌を漁るトキ

水田上を飛翔するトキ

観測では人は200m,車は100ｍ以上近付かない、車からは絶対下りない

撮影は車の中から行うことを厳守すること

佐渡の生椿地区は「トキの聖地」と言われて来た山間地で、ビオトープなどトキ生息

環境を整え、ハードリリースでトキを放鳥しましたが、放鳥されたトキは居つかず平

地の水田に移動しました、佐渡のトキは大部分が山間地には居つかず水田地帯で生活

しています、絶滅した日本のトキは本来、郷の水田地帯に生息していましたが、人間

が追い払い山間地に追いやられた経緯があります、今日の山間地では水田が放棄され

餌場が失われており、現在水田地帯に住んでいるトキを人間が驚かすと餌が少ない山

間地に逃げこみ、少ない餌が原因で個体数が減少する恐れがあります、どのような状

況であってもトキを驚かさないことが大切です、そのため佐渡では次の専門職を養成

しています

①トキガイドの養成：トキを観察する場合は可能な限りトキガイドを利用する

②トキ生息地見守隊の養成：生息地を定刻に見回り観察者を指導する

③トキモニターの養成：トキの数、健康状態や生息環境の変化などの監視を定期に実

　施する


